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1.1.1 食品ロスへの関心 
19 世紀前半には 10 億人だった世界の人口は、




















































































と比較して 10 倍以上の差がある。 
 また、欧州委員会は EU27 ヶ国の食品製造（食料
生産除く）から消費段階まで含めた食品廃棄物発生
量を年間 8,900 万 ton（179 kg/人/年）と推定してい
る 11)。そのうち家庭からの廃棄量は 42%にあたる
3,800 万 ton（76 kg/人/年）、国別には 24.8～137.4 kg/
人/年の地域差が見られる。家庭系食品廃棄物を例に
すると、各国の発生量は図 2 のとおりとなる。 
 日本の廃棄物処理法上の食品廃棄物の年間発生量
は 1,713 万 ton となっており、その内訳は事業系お
よび家庭系それぞれ 641 万 ton、1,072 万 ton である
（平成 22 年度）12)。国民１人当たりでは 133.8 kg/
人/年（事業系 50.1 kg、家庭系 83.7 kg）になり、家
庭系は EU27 ヶ国の平均値 76.4 kg/人/年 11)とほぼ同
じレベルである。また、可食部と考えられる食品ロ
スは事業系 300～400万 ton、家庭系 200～400万 ton
とされており、国内全体で 500～800 万 ton と推定
されている 12)。 
図 2 各国の家庭系食品廃棄物発生量 13) 
※FW: Food waste、 MAFF：農林水産省、MOE：環境省 
※a: 不可食部除く、b: MSW 中の FW（事業系含む）、 凡
例は各出典の表記をそのまま使用している。 











1990－2011 年の間の農薬消費量は 3 倍である 1,2)。






















































































年 間 一 人 当 た り の 温 室 効 果 ガ ス （ GHG, 
greenhouse gas）排出量は食べ残しで約 20 kg-CO2/
人/年、手つかず食品で約 12 kg-CO2/人/年と推定され
ている 15)。これは京都市（人口 146 万人）で 47,000 










れている。スウェーデンの Schott らの LCA（life 
cycle assessment）研究 16)では、家庭系食品廃棄物
の発生抑制効果を 0.8～1.4 t-CO2/ton と推定してい
る。食品種別に見ると肉類 8.3～11.8 t-CO2/ton、野
菜 0.7～1.0 t-CO2/ton、乳製品（チーズ）は 10.8～









している。Gentil らは食品廃棄物 20%の削減で 12%
の GHG 削減、45%の富栄養分削減を報告している
18)。GHG 以外の環境負荷フットプリントとして、水











ると試算している 20)。同様に WRAP はイギリスの平
均的家庭で 470 ポンド、イギリス全体で約 125 億ポ
ンドに相当すると報告している（1 ポンド 1.14 ユー






くには FAO が「1985 年までに収穫後のロスを半減
する」といった Special Action Programme for the 
Prevention of Food Losses を 1976 年に立ち上げて
いる 21)。直近では、2001 年に策定されたミレニアム
開発目標（MDGs）の後継として、持続可能な開発
のための 2030 アジェンダが 2015 年の国連サミット



























めている 25)。さらに、6 つの計画（Brussels, England, 
Malta, Netherland, Poland, Sweden, and Scotland）
で、食品廃棄物に関する定量的な目標が定められて



















開する「LOVE FOOD hate waste」28)や FUSIONS 
(Food Use for Social Innovation by Optimising 
Waste Prevention Strategies、2016年 7月で終了)29)、
REFRESH (Resource Efficient Food and Drink for 





















本計画）を 2015 年 3 月に策定し、京都市廃棄物の減
量及び適正処理等に関する条例を、2R と分別・リサ
イクルの促進の２つを柱とした「しまつのこころ条
例」（2015 年 10 月施行）へと改正した。新・京都
市ごみ半減プランでは食品ロスを削減する数値目標
（ピーク時（2000 年度：9.6 万トン）の概ね半減と
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